
＜ 動物のすみか ～ ⑨ クモのなかま ＞

９/27，10/４にひたち野うしく小３年生と歩いたみずべ公園、今回はクモのなかま。クモは虫です

が、昆 虫ではありません。クモと昆 虫の違いは？ 昆 虫の体のつくりについてすでに学習してある
こんちゅう こんちゅう ちが こんちゅう

３年生(以上)の皆さんは説明できますね？

みずべ公園には、ジョロウグモがたくさんいます。このクモは家の庭などにもいますが、えさとな

る小さな虫が豊富にいないと暮せないので、環 境のバロメーターにもなるそうです。体が大きくはでな
ほ う ふ くら かんきょう

もようの方がめすで、おすは小さく地味な色をしています。小さくか弱いおすにとって、めすとの交尾
じ み こ う び

は命がけ。へたに正面から向かっていこうものなら、めすに食べられてしまいます。右上の写真はまだ

めすが若く小さめなためか食べられることはありませんでしたが、何もできずにそのままはなれていき

ました。 なお、このクモはもようにも特ちょうがあり

ますが、巣網を３重にはるのも特ちょうの一つです。
す あ み

左の写真はシラカシの葉の間に網をはってかくれ、え
は あみ

ものを待ちぶせしているのかと思いましたが、調べたら

このクモはワキグロサツマノミダマシといい夜行性
やこうせい

で、昼間は葉の上で休んでいるのだそうです。ただし、
は

昼にえものを捕獲するのを見たことはあります。
ほ か く
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おなじみのジョロウグモ。大きくはでなもようの方がめす。おすにとって交尾は命がけで、うっかりするとめすに食べ
こうび

られてしまう。正面から向かうのは特に危険なのだが…(右上)。 ３重に巣網をはるのも特ちょう(右下)。
きけん すあみ

シラカシの葉の間にかくれるサツマノミダマシ。
は



ハチの腹部を思わせるような、黄色と黒のしまもよう。こちらはナガコガネグモ。田んぼのまわり
ふ く ぶ

や草はらなどで、よく見かけます。危険を感じると網を激しくゆすって威嚇します。
き け ん あみ はげ い か く

イヌツゲの木には、あちこちに

棚 状の巣網がはられていました。小さ
たなじょう す あ み

な茶色のクモがようすをうかがいなが
ちゃいろ

ら出て来ては、ヒトの 姿 に気がついて
すがた

中にかくれていきます。これはクサ

グモ。巣の奥に卵のうをつくり、そ
す おく らん

の中で子グモは冬を越し、春になると
こ

出てくるそうです。クモにもいろいろ

なのがいますね。【理科支援員:宮内】

黄色と黒のしまもようがめだつ、ナガコガネグモ。

棚 状の巣網から出てきた、クサグモ。
たなじょう すあみ


